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＜連絡事項＞

· 織田　比佐子様～本日10:30退院されています。

· 村松　茂治様　～①ケースワーカーより連絡があり、3／10　10:00　今後の家族の受け　　　　　　　　入れや意向について確認する為にスタッフ側とご家族の面談の場を　　　　　　　　設定しています。
病棟側からは、現在アルコールプログラムヶ月目に導入しており、プログラムには拒否無く参加できています。参加状況としては、「ここ（当院）に酒は無いのか？」と治療の目的の理解乏しく、飲酒欲求強くあり断酒意志の確立には至っていません。入院前の経過を覚えておらず振り返れず、スタッフ側より問うとその場をつくろうように笑ったり、会話が止まりごまかしている様子が伺える事があります。

退院後の生活に関して、「働けるべ。」と本人は考えている様子です。入院当初より不潔、好辱傾向強くあり、入院当初に比べて入浴準備を行う事が出来る様になったり、促しで洗濯を行う事は出来つつあり、日課への取り組みも服薬時に自ら来たりされ、変化は見られてきている様子はあります。病棟生活、プログラムの参加状況を家族に情報提供し伺っていきましょう。

②本日主治医診察時に、「眠れない。」と話され、就床前薬に内服薬、臨時処方されています。

日中の活動状況、夜間の睡眠状況の観察を行っていきましょう。

· 堀内　泰子様　～本日主治医･家族（息子、娘様）面談行っています。

　　　　　　　　　退院後服薬に不安があるという事で、デポ剤の導入を考えている事。現在、服薬調整をすすめて経過を見ている状況である事話されています。3／3～服薬調整を行っているので、あと2週間ぐらいは経過を見て、月1回のデポ剤の導入をすすめていく事にご家族の方も了解されています。家族の今後の意向としては、退院後自宅に戻り、日中は自宅に一人で過ごす事になるだろうと息子様より受けています。ご家族は、自宅に1人で過ごす事に関して不安に感じている様子です。主治医からは、デイケア、訪問看護などの利用する事も検討しながら、デポ剤の効き目（身体に悪い影響が出なければ、早くても6月末、7月頃まで）も見ていきましょうとお話がありました。

・曽我　正子様　～ご本人より外出希望が聞かれています。家族へお正月にお願いをしたら、暖かくなってからとの家族の意向もあり、本人様気にされている様子です。月1回は面会にいらして頂いているので、その際にスタッフ介入してご家族の意向を確認しながら、協力を要請していきましょう。

· 皮膚科治療について

本田　英之様、松橋　清子様

～疥癬の状況ですが、まだ湿疹が認められるという事で現状の処置及び処遇の継続の指示が出ています。

横山　耕生様

　～臀部より排膿が認められ、診察を受けていますが、現状の処置継続の指示が出ています。

＜自己服薬管理者評価＞

大橋　照子様：他患者様より遅れて服用する事目立つ事無く出来ています。以前、減薬希

望、入院形態、退院に関して攻撃的に話される事ありましたが、発言は聞

かれるものの、攻撃的な様子は見られず、表情穏やかな様子が伺えていま

す。ご本人の発言に注目しつつ、出来ている事は評価して行きましょう。

駒木　洋士様：飲み忘れはありませんが、服用時間が一定しない様子が見られています。

3／9に部屋移動行っており、環境の変化で疲労感が出現する可能性がありますので、飲み忘れに注意しながら確認し、適宜に声掛けしていきましょう。

船場　幸子様：服薬時管理を行うにあたって、不安がある様子ですが、スタッフと随時確認する事によって安心されている様子が伺えています。飲み忘れは無く服用する事が出来ています。出来ている事は、評価し、動機づけをしていきましょう。

駒木　学様　：幻聴、妄想様の発言が聞かれ「（薬）いらないと思う。」との発言が聞かれたりと、精神症状活発な様子が続いていましたが、服薬は飲み忘れる事無く行う事が出来ています。弟様の面会以後、表情良く幻聴、妄想様の発現聞かれずに経過されています。現在、増薬中ですので、注目して観察していきましょう。

曽我　正子様：ご本人の服薬するタイミングがある様子で、他患者様より遅れて服用する事が見られています。服用が遅れている場合は、「いつ頃服用しにきますか？」など声の掛け方を工夫しながら、確認を含めて促していきましょう。

菅井　浩子様：詰所管理にて自己服薬継続しています。飲み忘れはなく、服用する事出来ています。自己管理について、ご本人は消極的、抵抗がある様子で、詰所管理を継続して希望されています。出来ている事は評価し、本人の負担の軽減を図れるように関わっていきましょう。

堀内　泰子様：3／4～デポ剤導入に向け服薬調整を行っており、詰所管理となっています。自己管理に不安を抱いている方ですが、2／23～約1週間自己管理を行い飲み忘れ無く行う事が出来ていました。出来ている事を評価していきましょう。

吉田　富秋様：発熱、風邪症状が出現した時期にチェック忘れ、セットミスがありましたが、他は服薬をスムーズに行う事出来ています。患者様の体調を把握しながら、スタッフも確認を徹底していきましょう。

阿部　善江様：自己服薬管理は問題なく取り組む事出来ています。出来ている事は、評価しつつも、怠薬を繰り返している患者様ですので、自己服薬管理の目的を振り返って頂ける様に関わっていきましょう。

稲垣恵利子様：3／9～1日3回→4回へ服用時間が変更になっています。セットミスが見られる物の、スタッフに確認を求める事は出来ており、服用する事は出来ています。適宜に確認しながら促していきましょう。

下口　政子様：3／3～自己服薬管理開始しています。飲み忘れる事無く服用する事は出来ています。3／7頃より「落ち着かない。首にまとわりつく感じがある。」との発言が聞かれています。適宜に声掛けをし、服薬を継続し現実感覚が保っていけるように関わっていきましょう。

清川　厚子様：3／3～自己服薬管理開始しています。退院後の服薬に不安を抱いていましたが、導入以後は「やっていけそう。」と飲み忘れる事無く経過され、意欲が見られています。出来ている事は評価し、自信が持てる様に関わっていきましょう。

· 田野端忠夫様：主治医より服薬自己管理導入の許可が出ていますので、受け持ち担当者　　　　　　は自己服薬管理開始に向けて準備をすすめて下さい。

· 布施　邦雄様：自己服薬管理に向け意欲的であり、ご家族へ自ら報告され、服薬ボード　　　　　　の準備を依頼されています。ご家族の協力もあり服薬ボードは準備されて　　　　　　いますので、導入に向けて、主治医に伺っていきましょう。

